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３.稼働実績 

平成 27 年 4 月 7 日から稼働並びに売電を開始したが，平成 27 年 9 月 11 日発生関東・東北豪

雨災害において，水路内の急激な水位上昇により発電機が水没し，以降の稼働は不可能となっ

た。本施設は土地改良施設として位置づけられているため，県単独費による災害復旧事業にて

復旧した。 

 稼働実績は，表－２の通りである。運転開始月

の 4 月実績を除いた発電量の月平均は 2,311kwh，

売電額は 84,860 円であった。設計発電量の月平均

値は 2,833Kwh，売電額 104,040 円であり,設計値

に対して約 81％の発電量であった。 

土地改良区の協力のもと, 4 月から塵芥除去と

清掃の作業量調査を行い，調査結果をもとに労務

費用算定を行った。算定式は，【作業時間（分/

月）×普通作業員の県単価 16,400 円/人・日】

とし，算定結果は表－３のとおりである。稼働

開始の 4 月と災害が発生した 9 月を除いた月毎

の平均は,17,083 円/月となり，年間の労務費用

は 204,996 円と算定した。 

４．考察 

平成 28 年 2 月 22 日公表「平成 28 年度調達価格および調達期間に関する意見」（経済産業省

資源エネルギー庁）によると，出力 200kw 未満の運転維持費の平均値は 5.1 万円/kw/年,中央値

は 3.1 万円/Kw/年である。本施設の出力は 5.5kw であるから，前項で算出した年経費を用いる

と，本施設の維持管理コストは 3.7 万円/kw/年となる。平均値を下回り,中央値をやや上回る値

となったが，水準の分散が大きいため，維持管理費の妥当性に対する評価は判断しがたい。月

毎の塵芥除去作業の頻度に注目すると，特にかんがい期の 6～7 月が高く，2～3 日に 1 回現地

作業をしていた。今後は管理者の負担軽減のため，目標値を 5～7 日に１回程度までに設定し，

スクリーンの形状の改修等の塵芥対策を検討し，作業頻度の改善を図っていきたい。 

発電量は設計値を下回る結果となったが，稼働時間が短く，塵芥等の外部環境にも影響されるため，

今回の算定値は参考値に留める。今後は，10 月以降の落葉による塵芥流下量や非かんがい期の

流下状況を観察し，算定値の精査を行っていく必要がある。 

本施設は堰上げにより水位差（落差）を確保するタイプのため，バックウォーターの影

響が大きく，降雨等による水路内の急激な水位上昇への対応が難しい。発電機の防水機能

向上と迅速な回避のために発電機の吊上げ用チェーンブロックの電動化を検討中である。 

 最大出力が 10kw 程度の発電施設の設計では，①維持管理コストの抑制，②水位上昇に適応した水車

タイプ選定および危機回避システムの検討，③流量観測と並行して塵芥流下量の把握が重要となる。

また，場合により，予算等の許容範囲内で，セカンドオピニオン的な照査設計を実施した方がよい。 

５．おわりに 

宮城県は，低平地のため低落差の水路が多く，農業水利施設での発電出力は小さくなる傾向にある。

本施設は災害時の対応を含め，設計並びに河川協議をはじめとした各機関との協議および申請，稼働

後の維持管理において多くの知見や課題を得ることができた。これらは，後続する地区の参考となり，

出力 10kw 前後のマイクロ発電の設計における貴重なサンプルとなった。現在のところ本施設は，モデ

ル事業として一定の役割を果たしていると考える。 

これまで，効果検証作業において，多大なる協力をいただいた大崎土地改良区をはじめとする関係

団体の皆さまに対し，ここに記して心より深く御礼申し上げます。 

 

表-２ 稼働実績 

表-３ 塵芥除去に係る労務費算定 

参考文献：1)経済産業省 資源エネルギー庁：ハイドロバレー計画ガイドブック（2005.3）  

2)経済産業省 調達価格等算定委員会：平成28年度調達価格および調達機関に関する意見(2016 .2.22)  

3)四戸涼則，菅野将央，高橋ちなみ他：小水力発電施設における除塵対策の取り組み事例，農業農村工学会東北

支部第57回研究発表会要旨集，p83-86 

発電量 売電額

（kwh） （円）

平成27年　4月 182 6,683 4月7日運転開始

平成27年　5月 1,404 51,554

平成27年　6月 2,707 99,401

平成27年　7月 2,925 107,406

平成27年　8月 2,409 88,458

平成27年　9月 2,110 77,479 9.11 関東・東北豪雨災害

計 11,737 430,981

※売電単価：34円/kwh　税込36.72円/kwh　

年月 備考

作業回数 作業時間 作業労務費

（回） （分/月） （円）

平成27年　4月 3 120 4,100 4月7日運転開始

平成27年　5月 8 320 10,933

平成27年　6月 13 520 17,767

平成27年　7月 14 560 19,133

平成27年　8月 8 600 20,500

平成27年　9月 － － － 9.11 関東・東北豪雨災害

計 46 72,433

※宮城県労務単価　普通作業員　16,400円/人・8hr　

年月 備考
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